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公
園
内
の
休
養
施
設
で
用
い
ら
れ
る
 

木
材
の
温
度
変
化
に
つ
い
て
 

快
工
房
株
式
会
社
 
常
務
取
締
役
 
水

越

 

裕
 

一
．
は
じ
め
に
 

鷺一 

現
在
、
ベ
ン
チ
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
な
ど
 

公
園
内
の
施
設
に
用
い
ら
れ
る
木
材
は
、
 

桧
や
杉
と
い
っ
た
天
然
木
材
か
ら
廃
プ
 

ラ
ス
チ
ッ
ク
と
廃
木
粉
な
ど
の
材
料
を
 

混
ぜ
合
わ
せ
加
工
し
た
人
工
木
材
を
使
 

用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
 

人
工
木
材
は
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
＋
 

廃
木
粉
で
作
ら
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
材
と
 

い
う
環
境
へ
の
配
慮
を
し
た
材
料
と
い
 

う
観
点
か
ら
と
、
吸
水
性
が
低
い
た
め
、
 

腐
り
に
く
く
耐
候
性
が
高
い
の
で
メ
ン
 

テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待
さ
れ
、
 

ベ
ン
チ
、
縁
台
、
野
外
卓
な
ど
の
他
、
 

パ
ー
ゴ
ラ
の
ル
ー
バ
ー
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
 

キ
な
ど
多
く
の
公
園
内
の
各
種
施
設
に
 

用
い
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い
る
。
 

近
年
、
気
候
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
 

気
温
上
昇
に
伴
い
、
公
園
内
の
施
設
に
 

用
い
ら
れ
る
木
材
の
表
面
温
度
も
上
昇
 

し
て
お
り
、
真
夏
に
は
座
る
と
熱
い
と
 

感
じ
る
ベ
ン
チ
や
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で
 

は
素
足
で
は
歩
け
な
い
ほ
ど
熱
く
な
っ
 

て
い
る
な
ど
の
情
報
が
利
用
者
、
自
治
 

体
の
管
理
者
、
設
計
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
 

る
よ
う
に
な
り
、
今
年
の
夏
も
こ
こ
数
 

年
と
同
じ
く
暑
い
日
が
続
い
た
の
で
、
 

外
気
温
の
変
化
に
よ
る
木
材
の
温
度
変
 

化
に
つ
い
て
計
測
・
検
証
を
行
っ
た
。
 

二
．
表
面
温
度
計
測
 

（
素
材
に
よ
る
違
い
）
 

実
施
期
間
は
二
〇
二
〇
年
八
月
二
四
 

日
ー
八
月
三
〇
日
の
六
日
間
で
、
川
口
 

市
に
あ
る
当
社
の
本
社
に
あ
る
駐
車
場
 

で
赤
外
放
射
温
度
計
を
使
用
し
人
工
木
 

材
と
桧
に
対
し
、
本
体
か
ら
一
八
〇
m
 

離
れ
た
距
離
か
ら
計
測
し
た
。
 

計
測
は
、
毎
日
一
〇
時
、
 
一
二
時
、
 

一
四
時
、
 

一
」
ハ
時
の
四
回
行
い
、
外
気
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温
と
共
に
表
面
温
 

度
の
計
測
を
行
っ
 

た。 
計
測
期
間
中
、
 

外
気
温
の
最
高
は
 

お
お
む
ね
三
五
度
 

を
超
え
、
外
気
温
 

が
四
〇
度
に
迫
っ
 

た
八
月
三
〇
日
に
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表西温虜計剥状況 
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.
 

は
、
工
木
材
で
は
表
面
温
度
が
六
〇
・
 

五
度
と
六
〇
度
を
超
え
、
桧
の
表
面
温
 

度
も
五
〇
・
四
度
と
な
り
、
か
な
り
の
 

高
温
と
な
っ
た
が
、
桧
は
人
工
木
材
よ
 

り
は
一
〇
度
以
上
低
い
結
果
と
な
っ
た
。
 

三
．
計
測
結
果
か
ら
推
測
 

さ
れ
る
こ
と
 

人
工
木
材
、
桧
共
に
表
面
温
度
が
五
 

〇
度
を
超
す
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
が
分
 

か
っ
た
。
外
気
温
と
表
面
温
度
の
関
係
 計測方法 
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に
つ
い
て
は
外
気
温
の
最
高
を
記
録
し
 

た
時
間
が
一
四
時
に
対
し
、
表
面
温
度
 

の
最
高
記
録
は
二
一
時
と
ず
れ
が
生
じ
て
 

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
（
表
1
) 

当
初
、
木
材
の
表
面
温
度
は
外
気
温
 

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
の
予
想
で
あ
 

っ
た
が
、
実
際
に
は
外
気
温
よ
り
も
日
 

射
量
に
左
右
さ
れ
て
お
り
、
日
射
量
は
 

太
陽
の
高
度
が
最
高
と
な
る
一
二
時
ご
 

ろ
に
一
番
多
く
な
り
、
木
材
表
面
に
照
 

射
さ
れ
る
 

日
光
の
量
 

も
最
大
と
 

な
っ
た
こ
 

と
が
影
響
 

し
て
い
る
 

こ
と
が
分
 

か
る
。
（
表
 

2
) 
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計
測
結
果
か
ら
人
工
木
材
と
桧
の
平
 

均
表
面
温
度
差
は
八
・
五
度
と
桧
の
方
 

が
低
い
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
素
材
の
 

違
い
以
外
に
表
面
の
色
の
違
い
も
大
き
 

く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
 

よ
り
白
に
近
い
色
の
も
の
の
方
が
太
陽
 

光
を
反
射
す
る
た
め
表
面
温
度
が
上
昇
 

し
に
く
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

四
．
表
面
温
度
測
定
（
色
嘱
割
 

違
い
・
遮
熱
塗
料
の
効
果
に
つ
い
て
）
 

八
月
に
行
っ
た
表
面
温
度
測
定
に
よ
 

り
素
材
の
違
い
よ
り
も
表
面
の
色
の
違
 

い
に
よ
り
温
度
上
昇
の
影
響
が
大
き
い
 

と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
ま
だ
厳
し
い
残
 

暑
が
残
る
九
月
四
日
ー
九
月
一
一
日
の
 

間
に
再
度
表
面
温
度
測
定
を
行
っ
た
。
 

測
定
機
器
、
計
測
方
法
、
計
測
時
間
 

'
 

~ 人工木 遮 （白） 

、 

i轟g 

持、い誘・ 

人エ （白下塗り＋同色） 

人工木 遮 （同色） 

n 入工 村 

, 
二呼rプ、”・●“」製機‘紗：w+ r 

、
 
、
 
、
 

写真1 色違いによる温度測定9月 

に
つ
い
て
は
前
回
と
同
条
件
と
し
、
測
 

定
す
る
木
材
に
つ
い
て
は
桧
、
人
工
木
 

材
、
人
工
木
材
に
遮
熱
塗
料
を
塗
布
し
 

た
も
の
を
用
意
し
測
定
を
行
っ
た
。
 

（
写
真
1
) 

五
．
最
終
測
定
結
果
 

九
月
に
測
定
し
た
五
日
間
の
測
定
結
 

果
を
見
る
と
、
表
面
温
度
は
、
素
地
の
 

ま
ま
の
人
工
木
材
の
表
面
温
度
が
一
番
 

高
く
、
人
工
木
材
に
白
色
の
遮
熱
塗
料
 

を
塗
布
し
た
も
の
が
一
番
低
い
こ
と
が
 

分
か
る
。
 

遮
熱
塗
料
を
塗
布
し
た
も
の
の
中
で
 

は
、
人
工
木
材
に
人
工
木
材
と
同
色
の
 

遮
熱
塗
料
を
塗
布
し
た
も
の
に
つ
い
て
 

は
、
濃
色
ゆ
え
反
射
率
が
低
く
、
熱
ェ
 

ネ
ル
ギ
ー
を
多
く
吸
収
す
る
た
め
、
塗
 

装
な
し
と
比
較
し
て
表
面
温
度
の
差
が
 

マ
イ
ナ
ス
ー
度
ー
マ
イ
ナ
ス
三
度
程
度
と
 

遮
熱
塗
料
の
効
果
が
少
な
く
、
人
工
木
 

材
に
白
の
下
塗
り
を
行
っ
た
上
に
人
工
 

木
材
と
同
色
の
遮
熱
塗
料
で
上
塗
り
し
 

た
も
の
で
は
、
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ス
ー
度
ー
 

マ
イ
ナ
ス
三
度
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た
。
 

今
回
一
番
効
果
が
大
き
か
っ
た
も
の
 

は
、
人
工
木
材
に
白
色
の
遮
熱
塗
料
を
 

塗
布
し
た
も
の
で
、
白
色
が
最
も
光
の
 

反
射
率
が
高
い
色
で
日
射
反
射
率
は
九
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'1 

器 

1野’ 

ご 器 

一
・
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
 

の
光
を
反
射
さ
せ
る
た
め
、
表
面
温
度
 

が
上
が
り
に
く
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
 

以
上
の
結
果
よ
り
、
素
材
の
色
の
違
 

い
の
他
、
遮
熱
塗
料
を
塗
布
し
た
場
合
 

で
も
色
の
明
度
に
よ
っ
て
表
面
温
度
に
 

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
分
か
っ
 

た
。
（
表
3
) 

六
．
お
わ
り
に
 

.
 

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
人
工
木
材
 

に
つ
い
て
は
表
面
温
度
上
昇
を
抑
え
る
 

遮
熱
材
料
の
混
合
に
よ
る
表
面
温
度
上
 

昇
の
抑
制
や
、
塗
布
す
る
遮
熱
塗
料
の
 

性
能
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
人
工
木
材
は
高
耐
久
性
で
は
 

あ
る
が
永
遠
で
は
な
い
そ
の
寿
命
が
き
 

た
時
の
廃
材
処
分
方
法
の
確
立
も
求
め
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表3 表面温度測定まとめ 
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ら
れ
る
。
現
在
で
は
産
廃
処
分
し
か
処
 

分
方
法
が
無
く
、
将
来
的
に
大
規
模
な
 

交
換
時
期
が
き
た
時
に
大
き
な
社
会
問
 

題
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
 

同
時
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
も
可
能
な
天
 

然
木
材
の
良
さ
の
見
直
し
も
必
要
で
、
 

環
境
に
や
さ
し
い
防
腐
剤
加
圧
注
入
処
 

理
を
行
う
こ
と
に
よ
る
長
寿
命
化
、
県
 

産
材
、
間
伐
材
の
利
用
に
よ
る
森
林
資
 

源
の
積
極
的
な
有
効
活
用
な
ど
が
考
え
 

ら
れ
る
。
 

水
越
 
裕
●
み
ず
こ
し
 
ゆ
た
か
 

平
成
一
〇
年
創
業
の
設
立
メ
ン
バ
ー
と
し
て
 

会
社
お
よ
び
社
会
の
成
長
を
見
守
り
続
け
る
。
 

東
北
担
当
と
し
て
福
島
、
宮
城
、
岩
手
な
ど
 

多
く
の
復
興
工
事
に
携
わ
る
。
 

趣
味
一
う
ま
い
水
を
求
め
て
の
湧
水
巡
り
と
 

温
泉
巡
り
 


